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中部支部では、 1月の講演会(共催)と、 2月の

ちらの会も寒い中、多数の参加者で盛況であった。
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2月 18日、寒いながらも、

山溶岩流の巡検

もと、

ポットホーノレ、

のの

i
 

i
 

，aa
a
F
'
 

し、

もうけ、

I[ つ1'-0 山

はバラエティーに富み、

る姿も見ら O 

35 
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I[溶岩流の、複輝石カンラ

うど俵が並んでいるように見えることから「タワラ

れ、地元では「パクイシJ(麦お)とよんでいる O

すると、明らかに地形の降起がみとめられる O

は、 JR I[鉄橋下に

あることは、よく知られており、いつ行っても

ち欠いたあとがあるが、輝石のサンプ

ルとしては、木島の河原に露出している岩体の

ものの方が、新鮮で、採集しやすい。

も、直筏 3'"'--'5mmの美品を多く採集で

き、各々フィルムケースや、ビニーノレ袋に入れ

て持ち帰ることができた。

つの柱が太いもので径 1m位あり、ちょ
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④ ポットホール

北山溶岩が、北松野蓬来橋下に露出しており、そこには、

橋のかけかえのためのボーリング調査が行われており、

ら、ボーリング調査の結果から推定される

ポットホールが発達している O

日本エルダルト社からのこ人の

の紹介など、興味深い話を伺

えた O

⑤ 月代(げんだい)の柱状節理

11溶岩の柱状節理で、個人の所脊地である O 天然記念物の指定を受け、入口には大き

たっている O は50cm に比べるとかなり小ぶりである O
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世界各地の化石、鉱物、

からして にふさわしし

しであり、中でもコンニャク活、テレピ石など、名称

られる O 売屈で、テレビ石をみやげに購入する参加者が多
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